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別紙１

第２次検討ダムの先行的河川の選定について

北海道森林管理局

１ 対象河川名

オッカバケ川 （羅臼町側） №１・№２ダム ２基

（下流に北海道のダム１基（遡上可能）あり）

２ 選定の理由

・当該河川は、河川延長や流域面積が大きく、サケ科魚類が遡上するうえでのポテンシ

ャルが高い。

・カラフトマスは国有林№１ダム直下での産卵が確認されており、改良することにより、

上流部へのサケ科魚類の遡上範囲を拡大できる。また、シロザケ、オショロコマの生

息も確認されている。（2005（H17）年度 小宮山委員調査結果）

・これまでの改良結果等を踏まえ、同様の工法により効果が期待できる。

３ 当該河川における改良工事の状況等

なし

４ 改良検討にあたっての課題等

（１）遡上対象種

・サケ科魚類

（２）工法の検討

・ダム上流部の滞留土砂量及び土砂生産源が大きいことから、防災機能を低下させず、

サケ科魚類の遡上が可能となる工法の選択

・ダム上下流域の流路、河床のあり方の検討

（３）その他

・受益者（住民、漁業関係者(サケ・マス定置網・コンブ)、道路管理者）の合意形成

を得ながら検討していく必要

・北海道庁と連携した取組が必要

（シロザケは北海道のダムから上流約70ｍの自然段差まで遡上が確認されているの

で、段差解消の検討が必要（北海道ダムから国有林№１ダムまでの区間長は約400

ｍ））

５ その他

上記の課題を抱えている状況にあり、今後、現地検討を含め関係者の助言及び協力等

をいただく中で検討していく。
































